
                              

2020 年８月 14日 

各      位 

会 社 名 株 式 会 社 か ん な ん 丸 

代表者名 代表取締役社長 佐藤 榮治 

（コード番号 7585 東証 JASDAQ） 

問合せ先 執行役員管理部長 宮永 一彦 

    （ T E L  0 4 8 - 8 1 5 - 6 6 9 9） 

 

連結業績の前期実績値との差異及び特別損失の計上並びに営業外収益の計上に関するお知らせ 

 

 本日付「2020 年６月期 決算短信［日本基準］(連結)」で公表した 2020 年６月期（2019 年７月１日～

2020 年６月 30日）の連結業績につきまして、前期実績値（2019 年６月期）との間に差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。また、特別損失及び営業外収益を計上いたしましたので、併せて

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2020 年６月期通期連結業績と前年実績値との差異（2019 年７月１日～2020 年６月 30日）         

(単位：百万円) 

                                   売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

前 期 実 績 値 ( Ａ ) 3,573 △139 △117 △313 △82 円 28 銭 

当 期 実 績 値 ( Ｂ ) 2,316 △326 △295 △628 △164 円 77 銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △1,256 △187 △178 △314 ― 

増 減 率 （ ％ ） △35.2％ ― ― ― ― 

 

２．差異の理由 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う緊急事態宣言が 2020 年 4 月 7 日に発出され、当社もそ

の趣旨に鑑み、４月８日から５月28日まで（茨城県、栃木県、群馬県の店舗は５月 21日まで）全店

舗の臨時休業をいたしました。またカラオケ業態店舗においても、県の自粛要請解除までの期間、臨

時休業を続けておりました。以降は営業再開をいたしましたが、全店臨時休業期間の影響が大きく、

前年実績を大きく下まわる数値となりました。 

 

３．特別損失の計上について 

当社は、以下の特別損失を計上いたしました。 

① 新型コロナウイルス感染症による損失 220百万円 

緊急事態宣言下における店舗臨時休業期間中に発生した店舗運営にかかる固定費について計上い

たしました。主な内訳は、人件費等 131 百万円、地代家賃 58 百万円、減価償却費他 30 百万円とな

っております。 

② 減損損失 81 百万円 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、第４四半期連結会計期間において、減損損失 81 百

万円を追加計上いたしました。  
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４．営業外収益の計上について 

当社は、営業外収益 19 百万円を計上いたしました。その内訳は、店舗設備の改修に係る補助金 15

百万円及び持続化給付金４百万円となっております。 

以上 


